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たまきの元気人

花
い
っ
ぱ
い
運
動

５
月
28
日
、
梅
雨
前
の
暑
い
日
、
福
祉

団
体
（
身
体
障
害
者
福
祉
会
・
遺
族
会
・

母
子
寡
婦
福
祉
会・手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
）

の
会
員
と
花
い
っ
ぱ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

総
勢
29
名
で
、
保
健
福
祉
会
館
、
田
丸
大

橋
交
差
点
近
く
の
花
壇
、
田
丸
駅
前
花
壇

の
３
か
所
に
お
い
て
、
季
節
の
花
の
植
替

え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の
美
化
活
動
に
協
力
し
、

玉
城
の
町
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
活
動
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
花
が
植
え
ら

れ
、
駅
に
降
り
れ
ば
花
が
出
迎
え
て
く
れ

る
。
そ
ん
な
光
景
は
、
活
動
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
活
動
に
、
少
し
で
も
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
協
力
し
て
い

け
る
と
い
い
で
す
ね
。

次
回
の
植
替
え
は
、10
月
22
日（
日
）に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
一
緒
に
行
う
予
定

で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

は
、
こ
の
ほ
か
に
も
毎
月
花
壇
の
手
入

れ
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
只
今

会
員
募
集
中
で
す
。
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平
成
28
年
度

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告

平
成
28
年
度
を
振
り
返
っ
て

平
成
28
年
度
は
、
玉
城
町
に
在
住
、

在
籍
、
在
勤
者
で
、
町
へ
想
い
を
寄
せ

る
全
て
の
人
を
称
し
た「
た
ま
き
人（
び

と
）」
の
登
録
を
イ
ベ
ン
ト
等
で
呼
び

掛
け
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
６
０
名
の
方

に
登
録
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら

に
ご
登
録
を
呼
び
か
け
、
共
育
し
あ
え

る
玉
城
町
を
発
信
し
活
動
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
で
は
、
福
祉
協
力
校

と
の
連
携
事
業
と
し
て
玉
城
中
学
校
や

各
小
学
校
に
お
い
て
出
前
講
座
を
授
業

に
取
り
込
ん
で
頂
き
、
生
徒
が
様
々
な

福
祉
を
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
社
協
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
発
揮
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

継
続
的
な
事
業
の
な
か
で
、
県
の
自

立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
と
共

に
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
自
立
に
向
け

た
途
切
れ
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
の
そ
の
他
の
事
業
で
は
、
社
会

福
祉
法
の
改
正
に
よ
る
法
人
改
革
に
お

い
て
、
定
款
な
ど
の
全
面
改
正
な
ど
滞

り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
次
年
度

（
平
成
29
年
度
）
に
は
理
事
の
改
選
を

行
い
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
を
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
法
人
改
革
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
福
祉
を

大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〈
法
人
運
営
〉

法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化

①
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

役
員
・
職
員
等
の
資
質
向
上
研
修
の
取

り
組
み	

各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

①
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
活
動

・
平
成
28
年
12
月
改
選
に
よ
り
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
33
名
、
主
任
児
童

委
員
２
名
が
決
定

②
福
祉
協
力
員
の
連
携

・
委
員
構
成
15
名（
平
成
28
年
12
月
～
）

③
福
祉
団
体
活
動
の
支
援

・
玉
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会員口数 会　費
個人会員 300 円／口 1,909 口 582,200 円
団体会員 5,000 円／口 39 口 195,000 円
賛助会員 10,000 円／口 29 口 290,000 円

計 1,977 口 1,067,200 円

①社会福祉協議会会員の加入促進
　及び地域福祉活動費への協力

※端数金額が含まれているため口数と金額が相違します。

寄附金額 1,610,194 円②寄附金

金　額 72,300 円

③チャリティーバザーの開催
　（町桜まつりチャリティバザー）

・
玉
城
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

・
玉
城
町
遺
族
会

・
玉
城
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
玉
城
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

④
町
や
事
業
所
間
の
連
携

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
制
度
等
の
推
進

②
ほ
の
ぼ
の
便
（
安
否
確
認
）

　
利
用
人
数
１
４
４
名

③
歳
末
援
護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
弁
当
）

　
利
用
人
数
１
６
０
名

④
ぴ
ん
の
会（
独
居
高
齢
者
支
援
事
業
）

　
年
11
回
開
催

　
延
べ
参
加
人
数
４
２
８
名

⑤
給
食
サ
ー
ビ
ス　
年
19
回
配
食

　
延
べ
利
用
者
数
４
８
５
名

⑥
楽
笑
会
（
ら
く
し
ょ
う
か
い
）

４
校
区
開
催
（
各
小
学
校
と
田
丸
保

育
所
）

下
外
城
田
小
45
名
、
有
田
小
58
名
、

外
城
田
小
83
名
、
田
丸
小
83
名
、
田

丸
保
２
６
８
名
参
加

⑦
備
え
ト
コ（
防
災
啓
発
グ
ッ
ズ
配
布
）

　
配
布
人
数
27
名

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
（
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
）

①
元
気
で
す
た
ま
き
事
業

・
委
員
会
の
運
営　
委
員
11
名

・
あ
い
さ
つ
強
化
運
動
（
毎
月
第
３
火

曜
日
）
延
べ
参
加
人
数
４
２
１
名

・
協
働
事
業
の
実
施

　
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
（
し

あ
わ
せ
委
員
会
・
た
ま
き
文
化
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

　
し
あ
わ
せ
フ
ォ
ト
募
集
（
し
あ
わ
せ

委
員
会
）

・
た
ま
き
人
宣
言

　
登
録
人
数
１
６
０
名

・
集
い
の
場
創
生
事
業

　
婚
活
事
業
の
実
施

・
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催
（
玉
城
中

学
校
）
参
加
人
数
２
１
７
名

②
車
い
す
貸
出
事
業　
54
件

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
の

推
進（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業
）

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、
登
録
者
の

拡
充
と
活
動
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充

実
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
４
７

３
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支

援
22
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
助
成
１
３
８
，
０
０
０
円
／
８
団

体
》

・
ふ
れ
あ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ち
ょ
こ

っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）《
登
録

利
用
者
人
数
８
名
、
延
べ
利
用
回
数

３
０
２
回
》

②
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高
揚

・
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

・
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ
の

助
成
４
１
８
，
０
０
０
円
（
小
中
学

校
５
校
）

・
福
祉
協
力
校
連
絡
会
の
開
催

・
児
童
生
徒
の
福
祉
参
画
促
進

　
福
祉
講
座　
５
回

・
子
育
て
サ
ロ
ン

③
ふ
く
し
共
育
活
動
へ
の
参
画

・
地
域
福
祉
座
談
会

・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
防
災
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
（
参
加
人
数

53
名
）

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

（
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業
）

・
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル　
年
６
回
開
催

延
べ
参
加
人
数
59
名
（
対
象
児
の
み
）

・
た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
６
（
参
加

人
数
75
名
）

・
手
話
っ
ち
カ
フ
ェ
（
延
べ
参
加
人
数

１
０
４
名
）

〈
相
談・援
助
事
業
〉

福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化

・
心
配
ご
と
相
談
11
件

・
窓
口
総
合
相
談
38
件

・
貸
付
相
談
11
件

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
援

助
事
業	

①
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
利
用
人
数
12
名

②
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

・
自
立
相
談
支
援
事
業
５
名

・
家
計
相
談
支
援
事
業
１
名

・
就
労
支
援
事
業
１
名

〈
受
託
事
業
の
運
営
バ
ス
事
業
〉

①
研
修
バ
ス　
利
用
件
数
２
５
３
件

②
福
祉
バ
ス　

　
延
べ
利
用
人
数
２
，
０
１
５
名

③
元
気
バ
ス

　
登
録
者
数
１
，
４
９
８
名

　
延
べ
利
用
人
数
２
５
，
５
１
９
名

④
す
ま
い
る
バ
ス
（
介
護
予
防
事
業
参

加
者
へ
の
移
動
支
援
バ
ス
）

　
延
べ
利
用
人
数
１
，
５
２
９
名

〈
募
金
活
動
の
推
進
〉

日
本
赤
十
字
社
募
金
（
５
月
）

１
，
６
２
１
，
９
５
０
円

共
同
募
金
と
歳
末
助
け
合
い
募
金

１
，
８
５
０
，
２
１
７
円

災
害
義
援
金

※
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
送
金

①
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
収
益
金
よ

り
・
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

（
２
９
，
９
５
７
円
）

②
桜
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
収

益
金
よ
り

・
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

（
１
０
，
０
０
０
円
）

・
鳥
取
県
中
部
地
震
災
害
義
援
金

（
１
０
，
０
０
０
円
）

〈
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施
〉

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
利
用
件
数　
　
　
　
６
４
０
件

　
延
べ
作
業
人
数
２
，
４
８
９
名

平成28年度 玉城町社会福祉協議会収支決算

前期繰越
93,406,882円

24.5%
介護保険
事業収入

142,840,985円
37.5%

障害福祉サービス事業収入
32,815,000円 8.6%

町補助金・助成金 16,000,000円 4.2%
町受託金 28,089,430円 7.4%県受託金 21,000円 0.1%

県補助金・助成金 252,100円 0.1%

共募金配分金
1,470,660円 0.4%

会費 1,067,200 円 0.3%

寄付金・事業収入・
その他

2,861,766円 0.8% シルバー人材  　　
センター

事業収入　
61,461,792円

16.1%

障害福祉　　　
サービス事業

　30,923,583円
8.1%

介護保険事業
（通所介護・訪問介護・
　　　　居宅介護支援）

　　　　　120,847,959円 
　　　　　31.8%

法人 35,765,407円 9.4%
福祉バス事業 9,726,972円 2.6%

元気バス事業
20,381,816円 5.3%

シルバー人材
センター事業
61,323,308円 16.1%

次期繰越
101,278,550円

26.6%

収　入
380,286,815円

支　出
380,286,815円その他の支出事業

39,220円 0.1%

〈
地
域
福
祉
事
業
の
推
進
〉

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
（
老
人
福
祉
活
動

事
業
）

①
サ
ロ
ン
事
業
の
支
援
と
推
進

・
高
齢
者
サ
ロ
ン　
町
内
６
か
所
（
13

字
区
）

・
お
風
呂
サ
ロ
ン　
１
４
４
回
開
催
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元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
開
催

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

た
「
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
」。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、『
た
ま
き
人
』
バ
ン
ド
に

よ
る
（
あ
の
空
）
の
演
奏
と
下
外
城
田

小
学
校
、
外
城
田
小
学
校
の
児
童
を
中

心
に
全
員
で
合
唱
。
元
気
で
す
た
ま
き

の
体
操
も
バ
ン
ド
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
、
参
加
者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

６
月
４
日
の
こ
の
日
は
、「
蒸
し
の

日
」「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
日
」
と
言
う
こ

と
で
、
民
生
委
員
に
よ
る
蒸
し
パ
ン
と

ス
ー
プ
の
ふ
る
ま
い
と
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
ま
い
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
米
粉

を
使
っ
た
も
っ
ち
り
と
し
た
触
感
の
蒸

し
パ
ン
３
０
０
個
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

大
切
な
人
に
な
か
な
か
言
え
な
い
日
ご

ろ
の
感
謝
を
伝
え
よ
う
と
、
家
族
、
友

日本赤十字社啓発コーナー

元気ですたまきの体操を全員で

赤い羽根共同募金マスコット
「愛ちゃん」

まつりが始まります：オープニングの様子たまき人バンドがオープニングを飾りました

母子寡婦福祉会による
人気の綿菓子コーナー

高齢者施設の啓発コーナー：
宮の里

だ
ち
な
ど
様
々
な
（
あ
り
が
と
う
）
の

気
持
ち
が
た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
ま
し

た
。中
に
は
、「
元
気
バ
ス
あ
り
が
と
う
」

の
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
会
場
で
は
、
今
年
の
テ
ー
マ

「
笑
顔
で
つ
な
が
る
玉
城
の
輪
」
に
合

わ
せ
て
、
町
内
外
の
福
祉
関
係
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
多
方
面
か
ら

参
加
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
日
ご
ろ
の

活
動
の
啓
発
や
福
祉
の
イ
ベ
ン
ト
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。な

お
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
行
い
ま
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ビ
ン
ゴ
で
は
お
よ
そ
３

０
０
人
の
方
が
ご
参
加
い
た
だ
き
、
売

上
金
の
２
９
，
６
０
０
円
を
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
、
熊
本
地
震
義
援
金
と

し
て
贈
り
ま
し
た
。

※
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
は
、
共
同

募
金
配
分
金
及
び
社
協
運
営
費
に
よ

っ
て
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

卵の殻で災害時疑似体験：
防災ボランティア

隣の度会町からもボランティアさんが来ていただきました

多くの方が参加したカローリング体験：
老人クラブ

美味しいクッキー、
たくさん販売できました：上々

絵手紙体験：
ゆずりは会

色々な形のバルーンを配布：バルーンボラ

チャリティビンゴの様子大切な人に日ごろの感謝を伝えよう
「プロポーズコーナー」

民生委員によるふるまいコーナー
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不
定
期
な
が
ら
手
話
に
楽
し
く
ふ
れ

る
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
手
話
に
関
心
の
あ

る
方
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
手
話
へ
の
関
心
や
障
が

い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ

う
と
開
催
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
平
成
29
年
８
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
９
日
（
土
）

時　
間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　
所
：
玉
城
町
保
健
福
祉
会
館

手
話
っ
ち
カ
フ
ェ

地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
達
、
ま
た

民
生
委
員
な
ど
地
域
の
方
た
ち
が
交
流

の
場
を
持
つ
『
楽
笑
会
』
は
、
６
年
目

を
迎
え
、
有
田
小
学
校
と
下
外
城
田
小

学
校
に
お
い
て
６
月
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
両
日
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹

の
会
の
方
々
が
美
味
し
い
水
よ
う
か
ん

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
田
小
学
校
（
参
加
者
61
名
）

９
日
（
金
）、
４
年
生
の
３
、
４
限

目
の
授
業
の
中
で
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
歌
に
演
奏
、
自
分

た
ち
で
考
え
た
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

で
、
来
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々
を

楽  
し
く  

笑  

が
お
の
交
流  

会

ど
の
よ
う
に
も
て
な
そ
う
か
と
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
お
手
玉
名
人
や

ク
イ
ズ
名
人
を
発
見
し
、
子
ど
も
た
ち

は
感
嘆
の
声
を
上
げ
、
そ
の
声
に
参
加

者
も
喜
び
の
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。自

分
た
ち
が
工
夫
し
た
こ
と
が
ほ
め

ら
れ
た
り
、
参
加
者
が
笑
顔
に
な
る
こ

と
に
子
ど
も
た
ち
は
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

下
外
城
田
小
学
校
（
参
加
者
48
名
）

15
日
（
木
）、
３
年
生
の
子
ど
も
た

ち
が
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、一
生
懸
命
に
考
え
、

練
習
に
取
り
組
ん
だ
様
子
で
、
最
初
ソ

ワ
ソ
ワ
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か

り
と
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
参
加
者
も
見
え
「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
素
晴
ら
し
く
、
そ
の
笑
顔
に
会
え

る
の
が
楽
し
み
」
と
今
回
も
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら
は
、
楽
し

ま
せ
る
つ
も
り
が
、
自
分
た
ち
も
笑
顔

に
な
っ
て
楽
し
か
っ
た
と
書
い
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
多
く
、先
生
か
ら
も「
支

え
る
つ
も
り
が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
実
感
で
き
た
」
と
感
想
を
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
学
期
に
は
、
田
丸
小
学
校
、
外
城

田
小
学
校
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

自分たちの考えたコーナーではりきる子どもたち

参加者全員でのボール回し

【
シ
ニ
ア
生
き
生
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
】

シ
ニ
ア
世
代

介
護
職
場
就
労
支
援
事
業
研
修

現
役
シ
ニ
ア
の
高
い
就
労
意
欲
と
経

験
・
技
能
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
支

え
手
と
し
て
介
護
現
場
へ
再
就
労
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
研
修
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
：
平
成
29
年
10
月
２
日
（
月
）、

６
日
（
金
）、
12
日
（
木
）、
19

日
（
木
）　
午
前
10
時
～
16
時

《
体
験
学
習
：
10
／
13
～
11
／

18
（
予
定
）
の
間
の
２
日
間
》

会
場
：
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢
（
伊
勢
市
観
光

文
化
会
館
／
伊
勢
市
岩
淵
１
丁

目
13

－

15
／
☎
０
５
９
６

－

28

－

５
１
０
５
）

対
象
：
三
重
県
在
住
の
概
ね
75
歳
ま
で

の
シ
ニ
ア
世
代
の
方
で
、
地
域

で
の
社
会
貢
献
活
動
や
介
護
職

場
で
フ
ル
タ
イ
ム
や
週
２
～
３

回
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
意

欲
を
お
持
ち
の
方

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】

　
　
（
福
）
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
福
祉
研
修
人
材
部
・
福
祉
人
材
課

　
　
☎
０
５
９

－

２
２
７

－

５
１
６
０

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
積

極
的
な
就
業
促
進
を
行
い
、
活
動
に
喜

び
や
生
き
が
い
を
感
じ
、
健
康
な
体
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
セ
ン
タ

ー
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
い
た
だ
け
る
方
は
、
玉
城
町
在

住
者
で
、
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

玉
城
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

作
業
者
募
集

５
月
よ
り
区
長
様
を
通
じ
皆
様
に
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
募
金
は
、

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
三
重
県
支
部
を
通
じ

「
災
害
救
助
活
動
」
や
「
国
際
活
動
」

な
ど
赤
十
字
の
活
動
資
金
に
活
用
さ
れ

日
赤
募
金
ご
協
力
の
お
礼

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、

６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
に

お
い
て
次
の
方
々
が
新
理
事
と
し
て
、

決
定
い
た
し
ま
し
た
。　
　
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
法
人

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
監
事

理　
事

行
政
機
関　
　
　
　
　
　
辻
村　
修
一

民
生
委
員
協
議
会　
　
　
松
田　
敏
己

社
会
福
祉
施
設　
　
　
　
向
井　
直
樹

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
見
並　
健
一

母
子
寡
婦
福
祉
会　
　
　
高
山　
納
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体　
　
松
原
十
三
生

学
識
経
験
者　
　
　
　
　
松
本　
敬
子

学
識
経
験
者　
　
　
　
　
西
山
多
鶴
子

学
識
経
験
者　
　
　
　
　
小
河
内
恵
美
子

監　
事

学
識
経
験
者　
　
　
　
　
大
西　
　
栄

学
識
経
験
者　
　
　
　
　
松
田　
幸
一

社
協
新
理
事
決
定

て
い
ま
す
。

就
業
い
た
だ
く

に
は
、
事
前
に
会

員
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、

一
度
窓
口
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

会
員
登
録
は
、

随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
現
在
特

に
下
記
の
作
業
を

行
っ
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
玉
城
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
☎
58
・
６
９
１
５
）
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

る
ほ
か
、
町
福
祉
活
動
へ
も
交
付
を
受

け
、
今
年
度
行
う
「
福
祉
体
験
教
室
」

や
「
社
会
福
祉
大
会
」
の
事
業
費
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　時：平成29年8月20日（日）
　　　　13：00～15：00（12：30開場）
場　所：玉城町保健福祉会館ふれあいホール
問合先：玉城町社会福祉協議会
　　　　担当：北岡・中西（☎0596-58-6915）
　　　　NPO法人三重音楽療法

地域推進協会（MTちいき）
　　　　担当：川西（☎0596-23-1125）
■主催／「ライブスペース勢の ! in 玉城」実行委員会　
■共催／玉城町地域自立支援協議会・玉城町・玉城町
社会福祉協議会・NPO法人三重県音楽療法地域推進協
会（MTちいき）　■後援／玉城町教育委員会　■協力
／㈲イスズライフケア

入場
無料

１
，
５
９
８
，
８
０
０ 

円

（
平
成
29
年
６
月
末
現
在
）

しごとの内容 就業場所 日数・時間 人　数
清掃・洗濯
作業

玉城町内
施設

1か月に
10日程度 女性の方

草取り作業 玉城町内 月によって
変わります 男性・女性

作業の様子



心配ごと相談（予約不要）
毎月10日、30日　13：00～15：00
玉城町保健福祉会館にて
相談員：民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

ご寄附ありがとう
ございました。（4月～6月）

「今日も気分はニニ・ロッソ」in三重
実行委員会様　　　　　　36,135円
プランニング・ニュー様　　7,000円
匿名様　　　　　　　　　10,000円
元気バス募金箱　　　　  101,372円

身近な社協相談窓口ご案内

普段の生活の中には、いろいろなしあわせの形があります。
そこには、「笑顔」もたくさんあふれています。
そんなあなたの生活の中での「笑顔」をご応募ください。
募集要領…………………………………………………………
●募集作品　テーマ「たまき人の笑顔」
　　　　　　※写真データ（400 万画素以上のもの）
　　　　　　　もしくは、2L 判　1人 1点
●応募規定　・平成 29 年中に撮影されたもの。
　　　　　　・加工によって合成されたものは応募できません。
　　　　　　・被写体人物には本人（被写体）の承諾を得た上でご応募ください。
　　　　　　・自作品で応募者が全ての著作権を有する単写真。
⃝応募対象者　※たまき人ならどなたでも
●応募方法　社協窓口に直接、もしくは郵送、メール。住所・
　　　　　　氏名・年齢・撮影日・電話番号、写真に対するコメントも明記してください。
●応  募  先　〒 519-0433　三重県度会郡玉城町勝田 4876-1
　　　　　　社会福祉法人　玉城町社会福祉協議会
　　　　　　「たまき人しあわせフォト」募集係
　　　　　　メール：mie.tamasya@gmail.com
●募集期間　平成 29 年 8月 1日（火）～ 12 月 27 日（水）
　　　　　　但し、窓口受付は平日（8：30 ～ 17：00）です。
●選考・発表　審査のうえ優秀作品を決定します。入賞者には、平成 30 年 2月 10 日（土）
　　　　　　の社会福祉大会で表彰いたします。（賞品進呈）※参加賞もあります。
※応募作品は、広報などに掲載する予定ですので、ご了承下さい。優秀作品は、インターネッ
トや印刷物などでも紹介することがあります。ただし、 記載された個人情報は、適正に管
理し、「 たまき人しあわせフォト募集」に関係する連絡のためのみに利用させていただき
ます。
※応募作品は、返却できませんので、ご了承ください。
……………………………………………………………………………………………………………
主催：元気ですたまき委員会（玉城町社会福祉協議会）
共催 ：健康しあわせ委員会（玉城町役場生活福祉課）
協賛：身障者就労センター　上々

たまき人しあわせフォト募集

お問合せ：☎ 0596-58-6915
　　　　（玉城町社会福祉協議会）

び と

たまき人
びと
…玉城町に住む人、働く

人など玉城町の応援者を指します

昨年の大賞作品


